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チームリーダー テクニカルディレクター挨拶 

2025 年度 チームリーダー, テクニカルディレクター 松本悠暉 

  
 

梅雨明けが待たれる時期ではございますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

私たちの活動につきましては、6 月 29 日に日本自動車大学校様のテストコースをお借り

して試走会を実施し、スキッドパッドや定常円走行を通じて、スタビライザーなど足回りの

セットアップに取り組みました。また、コスト、プレゼンテーション、デザインの各資料も

無事に提出し、静的審査の反省を踏まえて、来年はさらに質の高いものを目指してまいりま

す。 

今後は試走会の回数も増えていく予定であり、製作物の早期完成に努め、より有意義な試

走会となるよう進めております。新入生教育においては、ほぼ全員が工房の講習を終え、現

在は先輩の指導のもと製作作業に参加しています。新入生が加わったことで、チームの活動

は一層活発になっており、この勢いを維持しながら総合優勝に向けて全力で取り組んでまい

ります。 

 引き続き、強いチーム作りに励んでまいりますので、今後とも変わらぬご支援・ご声援

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

  



 

 

 

         

            

 

6 月の日程、7 月の予定 

2025 年 6 月 

 

 
 

2025 年 7 月 

 

 
 

  



 

 

 

         

            

各セクションの活動報告 

パワートレイン班 

パワートレイン班リーダー 工学部機械工学科 3 年 宮原大翔 

 

 

今月は主に静的資料の製作を行いました。月末の試走会では新規作成パーツの太良ブル

出しや動作確認などを行いました。大会当日まで 2 か月ほどとなり、試走会などでパーツ

の改良やデータ収集などを行ってまいります。 

 

・オイルパン 

大会搭載用オイルパンの制作にあたって、株式会社日研製作所様よりオイルパンの制作

を行って頂きました。 

 

Fig.1 製作していただいたオイルパン 



 

 

 

         

            

 

 

Fig.2 オイルパンイメージ図 

こちらのオイルパンに空吸い対策用のバッフルプレートと逆止弁機構を製作し取り付けま

す。 

 

・吸気 

digiCraft 様より吸気パーツの制作を行って頂きました。今後の試走会にてトラブル出しや

セッティングを行い、シャシダイにて管長・管径試験を行います。 

樹脂製の吸気パーツによる高剛性かつ軽量さによってパワフルさだけでなく、車両運動へ

の貢献を目指します。 

 

 

 

Fig.3 25 年度吸気 



 

 

 

         

            

足回り班・シャシ班 

足回り班・シャシ班リーダー 工学部電気電子工学科 3 年 阪本豊  

  
  

▪静的審査 

 主に、5 月下旬から 6 月中旬まで、静的審査の資料作成を行いました。特に、コスト審査

に関しては、パーツ点数の計上ミスや不足資料を徹底的に無くし、完成度の高い資料を完成

させることができました。しかし、管理の不行き届きや、チーム内で統一できていなかった

事項、添削の人員不足などがありました。これらの反省を生かし、来年度大会では更に良い

資料を作れるよう邁進してまいります。 

 

▪スタビライザー 

試走会でのセッティング決めのために、静的審査と並行してスタビライザーの製作を行い

ました。今年度は、トーションバーの強度の違いと、締結点による効きの違いから、フロン

トで 4 パターン、リアで 6 パターンの調整が可能となっています。 

 

 

 

Fig.4 新たに製作したスタビライザー 



 

 

 

         

            

▪試走会 

６月２９日に、日本自動車大学校様のコースをお借りし、試走会を行いました。前回の試

走会の課題であったアンダーステアをなくし、スキッドパッドでのマシンの挙動をニュー

トラルステアにするための試験を行いました。 

 前半ではバネレート変更及びスタビライザーのセッティング変更を行い、車両前後のロ

ール剛性を複数パターン試験しました。前回の試走会では、フロントのグリップ不足による

アンダーステアがあったため、フロントのグリップが最大になるセッティングに決めまし

た。その際、車両特性がオーバーステアになったため、リアのグリップを車両がニュートラ

ルステアになるところまでロール剛性を下げました。リアのロール剛性を変更していく中

で、予定の時間内にニュートラルステア及びアンダーステアになるセッティングを見つけ

ることができました。 

 後半では複数の大きさの定常円でアッカーマン率の試験を行いました。スキッドパッド

でニュートラルステアだったセッティングを用いて、パラレル、アッカーマン、アンチアッ

カーマンの３種類を行う予定でした。しかし、電装系のトラブルにより、走行時間が少なく

なってしまい、パラレルとアッカーマンのみの試験になってしまいました。また、急いでア

ッカーマンへとセッティングを変更したため正確なアライメントにすることができず、正確

なデータを取ることができませんでした。取り切れなかったセッティングについては、今後

の試走会で試験を行います。 

 

 

 

Fig.5 スキッドパッド走行の様子 

 

  



 

 

 

         

            

エアロ班 

 エアロ班リーダー 工学部機械工学科 3 年 井澤拓己 

 
 

 エアロ班の 6 月は、7 月 5、6 日のもてぎ試走会でフロントウィング及びリアウィング

の搭載に向けて製作を行っておりました。 

 

 フロントウィングでは、翼の製作は完了しており、現在翼端板の積層の準備を行ってお

ります。具体的には、木村鋳造所様からご支援いただきました雄型から、グラスウールを

使用した雌型の製作を進めております。雌型の厚みの均一化と表面を滑らかにすることが

製作精度を高めることに直結するため修正を繰り返し行っております。 

 

 
 

Fig.6 グラスウールの雌型製作の様子 



 

 

 

         

            

 リアウィングは、翼 1 枚目の積層及びフレームとのステー部分の製作を致しました。 

翼 1 枚目は 3D 形状のため 1 回でのカーボンの積層が難しいため、2 回に分け積層を行い

ました。真空引きの際、ビニールパックのしわが移ってしまうのが難点となっておりま

す。こちらは、表面をやすり整形致します。 

 

 
 

Fig.7 リアウィング 1 枚目の翼 

 

7 月以降はサイドポンツーン、カウルなどの他エアロパーツを製作してまいります。製作

方法などご指摘ございましたら、ご指摘・ご助言などございましたら、ご教示賜りますよ

うお願い申し上げます。 

  



 

 

 

         

            

広報班 

 広報班リーダー 工学部機械工学科 3 年 井澤拓己 

 

 

最初に、6 月の広報実績を下記に示します。また X(旧 Twitter)に関しまして、規約改定に

よりインプレッション等の閲覧が有料となり確認できなかったため表示しておりません。 

 

 
 

Fig.8 各数値 

 

 さて、今年度の車両お披露目会についてお知らせいたします。 

 

・日程 8 月 19 日 

・場所 工学院大学八王子キャンパス いぶきホール 

 

詳細は追ってご連絡いたします。車両お披露目会では車両の披露だけでなく進捗の報告等、

私達工学院レーシングチームの成果発表の数少ない場となります。企業の皆様におかれまし

ては、ご多忙の日々をお過ごしかと存じますが、足を運んでいただけますと幸いです。 

  



 

 

 

         

            

 

6 月 5 日に BPP(Business Plan Proposal)、3 面図、Design Spec Sheet、Design Briefing

を提出いたしました。 

 

      

        

 

Fig.9 各種証明書 

 

 また、6 月 19 日にコストレポートの提出いたしました。昨年度は遅延提出となりペナル

ティを受けましたが、今年度は期限内に提出することができました。 

 

 

 

Fig.10 各種証明書 



 

 

 

         

            

続いて、6 月にご支援いただきました、品物についてご紹介させていただきます。 

 

イグス株式会社様より、フランジ型アグリデュールのご支援を頂きました。 

 

 
 

Fig.11  イグス株式会社様のご支援品 

 

フォモ・ジャパン株式会社様よりハンディーフォーム#210 のご支援を頂きました。 

 

 
 

Fig.12 フォモ・ジャパン株式会社様のご支援品 

 

 

 



 

 

 

         

            

株式会社ザム・ジャパン様より支援価格にてスプロケットをご支援頂きました。 

 

 

 

Fig.13 株式会社ザム・ジャパン様のご支援品 

  



 

 

 

         

            

スポンサー様一覧 
  

工学院大学校友会 工学院大学機械系同窓会 工学院大学学生フォーミュラ OB 会 

 工学院大学 自動制御研究室  

株式会社三ッ輪ビジネスソリューションズ| “持続可能な社会と安心・安全なくらしの実現に向けて” ” ”

アイコンAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

ロゴAIによって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。

電動車両シミュレーション基盤」の開発に向けたJARIの取り組みとは|東陽テクニカ| “はかる技術で未来を創る”|東陽テクニカルマガジン

アイコンAIによって生成されたコンテンツは間違っている
可能性があります。

Tools by Sanjo Niigata  

https://www.honda-tft.co.jp/
https://www.sws.co.jp/
https://www.ankerjapan.com/
https://www.wako-chemical.co.jp/
https://hello.wd40.asia/jp/
http://www.aurora.dti.ne.jp/~ksdp/
http://nico-racing.co.jp/
http://tuningshop-stf.com/
https://festika-tochigi.com/top/
https://southco.com/ja_jp_int/Renewable-Energy
https://www.billion-inc.co.jp/index2.html
https://www.3peaks.co.jp/
https://ghcraft.com/
https://www.sankyo-radiator.co.jp/
https://www.sakanishi.co.jp/
https://ips-tool.co.jp/
https://www.dupontstyro.co.jp
https://www.akkodis.co.jp/
http://www.kyoei-ind.co.jp/sangyo/
https://www.suzuki-kozai.co.jp/
https://kdrgroup.jp/
https://www.nok.co.jp/?_ga=2.54194927.695338573.1707215938-1175206315.1707215938&_gl=1*bazpdf*_ga*MTE3NTIwNjMxNS4xNzA3MjE1OTM4*_ga_S259M9P42W*MTcwNzIxNTkzNy4xLjEuMTcwNzIxNTk0Ni41MS4wLjA.
https://www.fomo.co.jp/
http://www.enuma.co.jp/
http://kohshin-chem.co.jp/
https://revcraft.tech/
https://www.hitachiastemo.com/jp/
https://www.kinokuni-e.com/s/company
https://mbs.mhdg.co.jp/
https://www.tesec.co.jp/
https://sanyo-coat.jp/
https://www.autotechnic.co.jp/
https://www.kyowa-uj.com/
https://www.st-link.co.jp/
https://kk-hamano.com/
https://www.sts-japan.com/
https://www.hks-power.co.jp/
https://tonkachi.com/
https://www.toptools.co.jp/company/business-policy/
http://www.so-shio.co.jp/
https://www.icpgroup.com/
https://saito-tosou.com/
http://www.kanae-kbs.co.jp/
https://www.ndc-group.co.jp/
https://www.landmark.jp/
https://www.xam-japan.co.jp/
https://www.tire-fitter.co.jp/
https://www.crossload.co.jp/index.html
https://www.anextool.co.jp/
https://www.u-kartcircuit.com/
https://y-nikken.sub.jp/
https://www.kimuragrp.co.jp/fmc/
https://www.enable-os.co.jp/
https://www.nats.ac.jp/
https://www.onosokki.co.jp/
https://www.kyowa-ei.com/
http://www.vi-grade.co.jp/
https://www.jari.or.jp/
https://kuroki.co.jp/
https://www.solidworks.com/ja
https://www.idaj.co.jp/
https://daidodms.co.jp/en/
https://www.t-t-s.jp/
https://www.thk.com/jp/ja/
https://fukai.co.jp/
https://www.hi-lex.co.jp/
https://www.dixcel.co.jp/
https://www.hokushinmdf.jp/
https://anatech.jp/
https://autista-s.com/
https://www.busyu.co.jp/
https://www.yukilabo.co.jp/index.php?LECOFRAME
https://www.nsk.com/jp/


 

 

 

         

            

連絡先 

工学院大学 学生フォーミュラプロジェクト  

工学院レーシングチーム（KRT）  

  

顧問  

工学部 機械工学科  

自動車音響振動研究室 山本崇史 教授  

メールアドレス：takashi_yamamoto@cc.kogakuin.ac.jp  

  

2025 年度チームリーダー  

工学院大学 工学部 機械工学科 3 年 松本悠暉 

メールアドレス：a123129@ns.kogakuin.ac.jp  

 

住所：〒:192-0015   

東京都八王子市中野町 2665-1 工学院大学八王子キャンパス 17 号館 1 階夢づくり工房  

  

WEB page: https://www.ns.kogakuin.ac.jp/wwa1032/  

Facebook: https://www.facebook.com/KogakuinRacingTeam   

Twitter: http://twitter.com/kogakuinrace  

Instagram: https://www.instagram.com/krt_fsae/ 
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